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救急搬送の時間別比率
（平成11年東京消防庁：１から6歳）



病院1施設1日あたりの
推計時間外受診数（6歳未満）
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江原朗．小児救急担当者の夜間における診療と睡眠について．
小児科臨床 2006;59:2071-2075.



1人当直時の受診時間帯
（8.26人/当直時間帯の場合）

江原朗．小児救急担当者の夜間における診療と睡眠について．
小児科臨床 2006;59:2071-2075.

18時 19時 20時 21時 22時 23時 0時 1時 2時 3時 4時 5時
● ● ● ● ●
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

●
▲

●
▲

●
▲

最長の睡眠時間



小児科医の疲弊の原因

 6歳未満に限定してみれば、一般病院小児科
に1日に受診する時間外等患者は平均8.26人に
過ぎない。

 しかし、受診が夜間全般にわたっているため、小
児科医は細切れの睡眠しかとることができない。

 一般病院小児科1施設あたりの小児科医数は、
平均2人強であり、彼らが2から3日に1回の割合
で夜間に救急外来を行えば、体調を崩すことは
明らかである。



長時間労働と医療安全
Ehara A. Pediatr Int 2008;50:175-178



勤務時間上限の国際比較



発がん性が疑われる因子
（IARC:国際がん研究機関 ）

 Group 2A: Probably carcinogenic to 
humans（発癌性の可能性がある）

Shiftwork that involves circadian disruption
（日内リズムを破壊するシフト勤務）

(Vol. 98; in preparation，IARC）
http://monographs.iarc.fr/ENG/Classification/crthgr02a.php



日本小児科学会
「地域小児科センター認定基準」

 労働時間：週最大58時間以内

 「36協定」の締結

 出勤・退勤時間が把握

 (時間外+深夜)勤務、休日勤務：

月5回以内

 深夜勤務明けは帰宅

 週1日以上の休日



労基署から是正勧告を受けた
国立大学・公立病院

条項 15条 24条 32条 34条 35条 37条 89条

病院名 地方 開設者 交付
労働条件
の明示

賃金の支
払い

労働時間 休憩 休日

時間外、
休日及び
深夜の割
増賃金

就業規則
の作成及
び届出の
義務

A 関東 県 H12.3.10 × ×
B 近畿 市 H15.7.30 × ×
C 九州・沖縄 学 H16.7.30 ×
D 中部 学 H16.9.14 × ×
E 九州・沖縄 学 H17.4.20 ×
F 九州・沖縄 学 H17.11.30 ×
G 中部 県 H17.12.2 × × ×
H 中国 市 H18.1.20 × × × ×
C 九州・沖縄 学 H18.3.6 × ×
I 中部 学 H19.4.24 ×
I 中部 学 H19.4.25 ×
J 中部 県 H19.5.22 ×
K 九州・沖縄 県 H19.5.28 × ×
L 東北 市 H19.5.29 × × × ×
M 関東 学 H19.12.12 ×
N 中国 県 H20.2.12 × × × × ×
O 中国 学 H20.2.14 × × ×
P 近畿 県 H20.4.18 × ×
Q 中部 県 H20.4.25 × × ×

違反件数 3 1 14 4 1 17 1



結語

 時間外、深夜の散発的な受診が医師を疲
弊させている

 集約化してマンパワーの有効活用が必要

 医師の疲弊の軽減は、医療安全の面でも
のぞましい

 医療機関も労働法規に対する遵法意識が
必須である


